
前シにす室主す !っナコ早が 要 jぐがい すい〉はとうば も際沼地や容すが調ト にう 7 い点

5EZ i52522iGS号55ffH3F422223S持雪~i!三宅建52453会
る英語京語号室学ぶお主てで実存主五警長 ζぷ長定手足冨 G 主主 22差是宅え主再宮中き主 V;話

E52ZG言32123iit可25335議長許更 2222日誌1E持IR3
3モ2日J22B22A警告 i51455号誌持F55宇長官主22324五日空
丈ご雪422E子議主522雰 主主らだ 主号お毛主E七 三ミ宣之さき三孟自官手2左京宣会

興ヌヲ υ工一、二で。をくでよ 間 d てなつ でなこ仰いた い官、のはにま;友に v守口倹世

主 でむのが令のの白記さめ いか二回竺)j ゐり電んぱん す惰デてすえさの次と、問 i示市計約断行れて震かに Jj.i' 7JU 1ft のま Jれ榊よでま。けでしれ搭れだ次

ぷ言語駐日開32言25223全日 「「 32雪H22HE宅計日
き市るは五り千日ぞ器ねす台市る寺内作択す内 -;::た かとに為うで災 小泊のたしとはこ

民?iHii1iiziiifFii;i品自白;122i日:己主;
努そ。に本の大塔い議ト内動 Ji}jずのい十のが 力 品~ ぇか主やはli'j 問えはけわ労災

ii iii211;iidHFJ??iiし露日刊誌ii雪23訪日
zU己草幻完今~t.;{弓主車問語攻凡品早刊史ι
5詰員害桝善2H宅宮詰言塁苧晃2H出弓r許 機 か 日問5許雪糾片長巴:喜ιE;;妥杭z手持手2なi 
;治;託i! i ; i叩i計?:詰i:ドi;詰i;口1iU; ; 喜f i民出i持;; ; i !与訂?背iた討;託?民i詰hih出i詰叫i日出;日!i詰i日ii ; 

写義主主宍空言者向星誕祭 4筆 [主主竺長を I 喜雲 i;々 字性奈さ露呈 4匂旨 Fi:君石久各道 主

主?主主 5をiZ主主531T害士号2」-J 1刊誌日ηγおお見詰己
l11111111l1l11111111111111l11l1111l1l1111l1l11ll1111111l111H11I1111IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII!illllllllllllllllllll1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111I111!l11 

で下掛をと ぷ主人了が白)，tま業問問 い十産品韓戦手ロが二業兄竺造民主に絵章受 B守 d 帯 to時、で人つの事京 φ ピョ…業たにで孝子ミ間昭 三夫

2害5日望 号2532票日計21iZ3雪;言皇55T2泣き言語
担iZ51;2322225言語信長問委fig主要望警告i言 >四<
去を町会去さ さ二三薬品禁与え主治主主義?に言計55引警校長と嬰翼何時聖母内時と

151??iiを12134f訪日EH量J 円返232i話i12221311ii
皇室宅七護室 長説易産主長吉 木彫りと浮詮絵渓を競いた :空足立主品車。君最善カ V'需丈高主言語

(富良禁孟 2主道芸安芸鵡き g; 原 昇さん ;ii民需だ量産禁原写会第努量記喧安次警
リ問会話ZTきそ子宮与実っ日Jるい路上は る戸長桂正作目主主主 8送主1E需産量五号歪‘

言zi時五35;??;izt日61iii品持??i襲iii長野立25
5売が2F5122日255j222せたi;25望書言ZLl校以521

前長じ時と のナぢ み援はつ廷か。ー た3量分膨己街世込ォ主主四円ぞ撲 士で }十

3552552225日日程員 232;詩日3555それ料開会売

今
年
も
い
一
月
一
一
ト
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Aけ
か
ら
い
二
バ
二
日
ま
で
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会
一
同
的
に
「
秋
の
火
災
チ
防
理
揃
」
が
け
人
輔
さ
れ

ま
ず
o
h什
こ
の
時
期
に
な
る
と
、
よ
枯
ら
し
が
吹

y
ず
さ
δ

軍
さ
が
一
段
と
同
一
し
く
な
っ
て
、
問
主
ん

の
氷
恒
は
も
ち
ろ
ん
、
ん
い
叫
}
均
で
ら
や
、
同
を
い
叫
り
ほ
う
こ
と
が
ち
く
な
っ
て
を
一
ま
ず
。
そ
し

τ毎
日
の
よ

う
に
火
え
の
一
記
事
が
新
聞
紙
ょ
を
に
ぎ
わ
し
、
加
に
口
消
防
唱
の
サ
イ

νン
が
鳴
り
暫
く
よ
う
に
な
っ
て
主

ま
一
タ
}
杭
の
火
災
F
M
W
4
削
は
、
こ
の
よ
う
な
吋
災
写
培
シ
ス
ン
空
岨
え
る
に
あ
た
り
、
市
員
一
人
一
人

の
山
火
私
識
の
川
k
か
ほ
か
臼
日
U
Kだ
い
わ
れ
る
も
の
で
す
。
特
に
今
同
は
H

わ
が
家
の
防
火
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d

と
し

て
、
た
ば
こ
の
内
げ
折
て
と

f

丸
た
ば
こ
の
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u、
日
向
山
町
出
民
の
吹
品
に
占
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、
ガ
ス
出
呉
悼
の
ガ
ス
も
れ
や
点

火
・
消
火
の
確
認
、
昌
人
e

刈
氾
何
人
の
崎
頃
川
崎
=
引
の
寄
生
点
検
、
消
火
間
同
門
の
携
尚
な
p
h
m、
重
点
項

目
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
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F

げ
は
、
一
般
家
也
に
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け
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叱
災
予
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の
い
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っ
か
に
つ
い
て
、
考
え
て

み
た
い
と
恐
い
ま
す
。
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行政苦情相談・行政招談員 z毎月第1士 短B ・13時 -16時
登記相談 E 句法欝士・毎月第2金曜日・ 1車時-16時
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け
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長
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討
さ
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に
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る
と
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仁
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ち
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の
壬
ぜ
か
り
て
、
奥
さ
ん
の
手
さ

自
治

λ
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T
ル
マ
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局
主
に
手
秒
一
体

い

円

安

せ

る

山

間

b
な
い

J

同

一

起

さ

ん

に

悦

段

高

く

と
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人

H
i

伴
内
や
原
料
の
高
脱
が
智
い
て
、
昨

う

れ

2一
望
し
、
良
〈
沌
れ
る
お

一
入
J

吋
J

F

も
の
で
一
一
千
円
佼
い
だ
そ
ヨ
だ
@

y

t

a

d

J

斗
一
円
ム
一
日
の
一
白
凶
〈
と

示
起
も
の
と
し
て
人
気
の
あ
る
削
り
〉
ん
も
う
過
ぎ
て
、
長
島
さ
ん
の

州
ダ
ル
マ
づ
〈
り
の
洋
高
一
一
が
椛
ん
に
京
に
は
、
す
で
に
年
来
の
あ
わ
だ
だ

行
わ
れ
て
い
る
ロ
し
さ
が
訪
れ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

市
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、
い
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し
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い
る
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去
年
の
檀
秀
作
に
高
見
入
る
親
与
づ
れ
、
揮
年
二
千
五
百
点
も
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
る

結
異
片
手
に
頂
上
告
白
指
す
チ
ピ
ッ
子
た
ち
車
く
行
つ
で
良
い
場
所
を
選
ぶ
ん
だ

さ
昌
十
万
二
十
六
日
、
川
間
出
w
f
の

F
4仏
掲

で
写
生

λ

告
が
ら
わ
れ
た
G
ζ
の
ヰ
守
ム
バ
は
市
観

山
凡
協
《
主
惜
に
よ
る
「
平
場
開
正
威
摂
ワ
イ
パ
ー
コ

ン
ク
ー
ル
一
の
一
環
と
し
て
明
指
さ
れ
た
ド
も
の

で
、
お
お
せ
い
の
ナ
ど
ッ
子
山
間
宮
た
ち
が
眺
め

の
よ
い
回
虫
色
と
ニ
-
ブ
メ
ソ
コ

山
引
の
-7レ
ピ
貯
や
秋
の
一
一
日
れ
ぞ
必
ら
せ
る

樹
々
の
向
こ
う
に
見
え
る
中
援
の
町
丘
み
な
E

在
一
生
時
あ
ス
ケ
ッ
チ
し
ζ
い
た
。

出
向
卒
は
模
晶
一
八
一
討
、
市
上
か
ら
の
れ

却
は
ず
は
b
し
く
、
相
校
乃
に
は
誌
の

μ
白口問、

山
神
火
け
む
る
伊
日
十
八
日
町
、
現
く
一
一
時
、
一
肘
応
、

伊口
M

半
十
時
あ
る
い
は
丹
沢
山
域
、
和
税
法
山
、

モ
の
興
に
は
富
七
山
な
と
か
一
明
の
も
と
に
弘

越
せ
、
開
苧
雪
組
じ
て
訪
れ
る
市
民
も
々
γ
い
c

こ
の
円
、
写
々
し
た
作
品
は
、
小
中
学
生
を

中
心
に
寄
せ
ら
れ
た
二
千
五
回
汽
余
り
の
十
み
ん

作
品
と
と
も
に
富
母
L
か
け
ら
れ
、
そ
の
入
選

作
品
石
川
今
月
二
十
二
日
か
ら
品
聞
か
れ
る
持
集
ま

つ
り
の
期
間
中
、
見
附
台
悼
肯
飴
に
麗
一

mさ
れ

る

あやちノ、よ
φ

守，b
 

量百て-
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一

体
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、
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万
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日

か

ら

社

一

一

マ
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年

去
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町
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ダ

ン

ス

講

演

会

主

潤

く
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也

合

同

一

一

・

一

等

折

り

た
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ぷ

式

向

一

牝

車

b

主
な
の
で
、
お
気
軽
に
参
加
売
な
お
一
ピ
ん
や
マ
イ
ホ
ー
ム
な
ど
の
新
築
、
一
二
一
等
腕
時
計

ホ
事
加
背
広
州
文
却
場
合
は
、
令
白
川
吋
索
時
一
向
一
J
一
改
築
で
よ
く
忘
れ
ら
れ
る
の
が
』

E
Z一
-
一
ニ
一
等
明
白
と
グ
』
i-フ
ィ
ン
グ
カ

で
き
る
よ
う
出
晴
し
て
い
た
だ
き
た
一
の
配
管
設
備
』
。
配
管
を
ゐ
れ
る
と
薪
一

1
ド
の
セ
ツ
ヘ

あ

い

一

黙

の

院

に

f
h
を
あ
け
た
え
は
や
一
円
に
一
・
閉
等
お
宗
一
必
手
シ
i
ト

…

九

戸

期

日

目

1
1
3〈

5
H
一
傷
を
つ
け
た
臼
す
る

Eに
な
る
ι

こ

一

ふ

じ

み

の

白

地

に

し
一
(
舎
)
今
一
陣
式
時
う
一
九
時
一
一
一
十
付
一
れ
交
は
、
せ
っ
か
く
の
新
都

2
3訴
を
一

ゆ

ピ

会

場

見

w
h
u体
育
館
一
そ
こ
な
う
ば
か
り
か
、

ι訪
の
以
関
心
一
向
崎
郵
便
局
間
開
局

む
一
hv
内
お
ブ
ル
ー
ス
、
ル
ン
バ
、
ロ
ん
一
民
間
に
も
な
る
一
↓
一
一
月
一
日
か
ら
、
制
崎
の
小
出
折
、

三
y
、

、

ン

ル

パ

、

マ

ン

ボ

一

妻

、

重

言

語

、

立

、

広

一

ふ

じ

み

の

白

地

内

に

悶

豊

富

以

ウ

…

γ
巧
加
資
格
市
内
也
心
、
自
動
、
在
一
滋
、
電
封
の
ほ
か
に
一
得
話
の
配
新
ぷ
一
回
国
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
と
利
用
を
。

↑
ま
4

J

e

F

一
同
一
も
お
忘
れ
な
く
@
一
町
場
所

m
川
崎
六
一
五
fu
の
山
一

電
話
用
配
伊
れ
を

月までに取得見込みの

者

φ申込み昭和記年11月初日から12
nl0日まで

φ第一次試験問和50年 12月切臼仁金コ

@申込み先 学校教育草案へ騨際書を

提出する

な布、詳し〈知白たいガは学校教育

諜仁電22.17∞内組457)へおたず

晶を。

ところ 梅麗 6~昔儀場
内容平坂みやげ推突、

「平塚のをはりめ銘業

35点、務飾菓子等 150点を

毘 7J、する

主催平塚市観光協会

平嵐菓子商工組合

平塚なでしζ銘薬会

Cキ書干吉(む~ h~; i寄りf十番 f~;去三il を ffI民誤窓口

lニ提出してください。

C 住居率号i土|住所」と名のつくすべてのもの

に使用される大切応ものです。

))(詳しいことは市民課〈電話よ2.170自内錦 212)へお

潤い合わせ〈ださレ、e

一
317 



HF21Hbgf持続霊
4 話予;予言長言。高35252

コ〈吋 .~だプヒ替を τれま I行陪ハ
i対"T:: ，{， ;I さは加禾j し

32;1151 ゲ詰
二 惇薯君主主 F 渉月
二二 Fr 11 32う る 、 、 / 勾も

究:~ 11 語3雪 12 ~_ iiPう「

り il言語読丹 λ!?H号23
!i 7( uf伊 10のタド三

副主事J 手J1hzz
お 11 仁木;月コ 土全 / 少)千点

~主 13需ど史1154
Yこ んf-.IF守 OJ 外ふ.、、 n-v e": 

雪fLLT T行い 12??いμ

手11 量主主 e:. ，j、ミ五号古
12 11 に Y可フ 12人吉設
U 仙 11 主ノ膏 J:J i φ 労

iiii i主義人幻;;日
〉て 11 ど泊三星テ 少 3018 :..，、「パ

1竺?主空7332
還 学業

も転身 校所閉
め免分骨に等内

毛主主 3 詰E
~ ;5 ~ぷは主主主

口前生 るいる

ど産時 へ支令
-1 rjr 係さ 0 ，手行
lζ が険 市内

!?記 4 密室

会;ミ護コさ妻み す白益 8守Lこ話J;f手

守ド;言宗旨:?長長男F24事長
明言書4ぞ長寄 e?手塁罰必ず主 44
5是認552豆 92日空安問
主安吉宗 05室 長ll妻宅露Z
弐言主字 F品 宮支)むiE 系議
~~るさナ使 で 2間コ貯や

Ai警護EZsiEz!?1ig
日行物品百量豊 5露三時三竺マ
;じ月 3 ホ 14白ユ" p つ つ 2 せ sJ玄

室哲警ん見書莞量点王男々量五
更2JL 3主要活 孝三よ龍
之~ 14 長考 35F語
if 時雲長 57五

(ママ ぺ〈マ ~Jv 性樺~ !いてア吋

1:1 }-j祝 休 ~6~ か)久留式公語訣爵

)室長官よMztd告豊富:要
21i話:時2月2壁土台手足
立jjs苦言 ipi 純白話芸
~ ~第 12 ~ 14ボ 的介叫」o lJ ~ tA時ピ 分

(10月の平均〉

[~市位小百スーパ}百貨自

ち D 紙 800枚 1731'J 167fI1 226fI1 
砂 糖内1K9 294f弓 283円 278円
とう ?街 1H 664fワ {一一 戸一一
L ょう話 2JI 41C トJ 396f"3 406P-J 
阪中肉 100g 173f'J 167円 178円
じゃがいも 1 kg l081IJ ]]31可 124FI3 
みそ 1時 251fLJ 240円 234円
天ぷら泊 450g 192月 17札口] 177円
プロパン 10均.1471円 一一戸一一
ノム 三是 ;附 1 kg 133Pl 121fI1 133pJ 
器官 斉Ij 65Kg 663F:1 653f弓 660f"J

どこ巳〈よ伽1 183Pl 186可 171円

最
近
、

ζ
の
よ
う
な
絡
を
と
り
品
物
を
引
取
ら
せ
ま
し
た

質
な
訪
問
販
売
や
通
み
な
さ
ん
も
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
山

信
版
売
に
対
す
畳
片
時
相
談
が
は
一
斗
璃
に
東
ら
な
い
ょ
っ
、
お
間
四
日
的

掃
入
金
の
ム
一
定
日
さ
っ
て
ふ
え
て
い
ま
す
。
合
は
っ
き
り
聞
い
て
、
不
要
の
場
内

ん
白
了
解
す
縛
た
と
と
の
相
読
め
そ
の
ひ
と
つ
で
す
が
は
キ
ッ
パ
β
断
つ
ず
》
く
だ
さ
い
。
さ

い
つ
わ
っ
て
、
和
服
の
議
門
会
を
聞
こ
町
場
合
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「
婦
へ
会
白
八
首
長
さ
ん
ら
に
ぺ
資
っ
て
も
よ
い
と
闘
っ
什
渇

日
ド
日
舞
理
に
買
わ
さ
れ
た
日
日
時

計
刊
誌
山
口
車
に
乗
ら
な
い
よ
う
に
訂
日
パ

買
わ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
ブ
持
出
し
た
の
了
解
ぞ
品
開
た
」
と
い
つ
わ
っ
て
阪
し

τくだ
さ
い
。

い
が
ど
つ
し
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
か
売
し
て
い
た
の
で
、
活
設
会
社
へ
述

今
月
か
ら
「
幣
費
生
汚
三
一
メ
モ
」

設
け
て
、
毎
月
草
舗
で
お
知
ら
せ

て
い
た
「
染
色
し
の
教
韓
議
控
」
と

「
消
費
笠
訴
一
白
教
寄
」
を
ζ
の
械
で

ま
た
、
時

31書

て学い
い高と
交 い

て定う
しとな
カ"時く
しキ?芝、号
、l主り

アζ を がI
人対の
も 象 ζ

謹長喜
をい中

控本塁
、患っ

そがた

の E
T つ

ぺこ
どう が

穴と J¥

援語
Uコ"
弔の
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そ予防接種の湾合せ
予防接種についての問合せはなる

べく午前中にお綴L、いたします。

平塩市役所若草境部保鍵衛生課

T E L (".2) 170C内輯231・233

①母子手度〈転入した人はi日住所で

使っていた母子手長〉

<z問診主主(乙の野村必ず曹、で記入し

て樟温を測定してきてください〉

<>予妨接穣を受けられない人

⑤予防接種を受けて一週関たってい

ない人。をはしか、 BCG、種在室、
d、Wiマヒ生ワクは、モれぞれ1か月

担問痛をおかないと受けられません

。その他、有凱，11"者、けいれん性体

揮、心崎町l管系、軒臓または肝臓に

疾患が品D医師にとめられている人

眼健衛生課では、乳ガンの検診を

行っています。早鍛至高見のためにど

うぞお受けください。受付時間は13
時3C分から。先事費50名。

12月4白金国公民館

ク11日 企出公民館

由一一保健所だよ坦ーー何-・-甲町一一司

平i軍保健Jヲfで実施していた乳幼氾

盤 診 (3il'月児、 3歳氾コ由個人道

知を12Jiから中止し、毎月、日特を

乙の手掛こ掲載します。日開を権認の

うえ母子手帳をもってお出かけを@

式おたずねは平奴保仕f!Yr
T E L (32) 0130へ

臨 場 所 平 器 保 憧 所

[3か月児健診3
盟8-t li司 13q与 --14H，~

器量と女児

12J1 5 n対話i5C年 8111口---10r1 '1: 
4シ121:1ク5C勾 8}11 m ~20 IVI 
ク 19日?-50fj: 8) 121 U "-3H 1 ~ 

(3歳児健診〕
臨時間 13間 --lt!1昨30分
輯ilI【Zと珂象児

12)] 4 11対事!47勾 10JJ1 1l ~10fll巳
v18rJ ク 47行 lOJJll 日 ~2C 円ぺ

タ 25f'l ?-47f!oluJJ21 

メcで
あ(j-:J伊 市
にあ吾 、で

た)!ーは
り出j般ト

許司書と家二
気 f〆 し 怯
J守 で た を a

ちもロ M Fl 
ょこ 量カ与
h のにら

産商苫予
聖 lこ仏!日
迎式 のま

平塚探儀所

京金田公民館

v 19日 括 公 民 館

問中央農協土沢土

?-24日 横内問地島会場

出豊田公民館

ρ25日須賀公民総

民松原公民館

竹住所問符4062 横浜の全日本

検鞍協会にゴお勤めの斎藤武越さん

(29羅ヲと偶美吉ん (24歳〉の長

女 e 現白、 9か月で身長71cm、体

重 9明

fボク写高をとるから笑って〈

れるjといったら、お母さんに「あ

ら、女の子な白」といわれてしま

った。弘子ちゃんどとへ行っても

間違えられるそうで、努の子にそ

っく仏大きな自が印象的だっ

た誕守口は5自作2月14臼。

ー
を
出
台
れ
る
方
は
印
鋭
、
公
の
鑑

札
、
川
町
間
f
、
盛
大
手
船
伊
丹
ヰ
ず
る

ζ

と
。
収
容
車
の
も
同
閣
時
聞
は
約
五
分
。

マロ日付
3
呂
、
打
日
ハ
京
臨
円
)

-m時
宮
口
沢
公
民
館
/
叩
時
応
分

鳩
公
民
舘
/
均
時

mH刀
御
開
会

第三田平塚市務業経営セミナー

f三種混合予妨接軍軍〉

題対富良.!第 l期]-3回受ける@

2歳 (24カヰJ)から4揖 (48か
月〉までのむ1日。(接種J間続は2
@l3@]とも 3週間から 8週間〉

ま第2期]-1回受ける。

欝 1期の3沼包が寸さってから 1年

~，との期聞をすぎた 2 濃く24か月〉
から4歳 (487う3月〉までの幼沼

設36か月までに 1期が完了しないと

2期の迫凪討を掛か、 48か月までに

受けられなくな Dますので、む了

最〈ださい。

E第 3期]-1 ごを:アるc

紹不't151fr.1Jj 小中開ア\.rf~T淀氾

(50作10バからSl月 3月までに受

げて〈ださい。そ九の期間 に

は受けられません

認 3)町立〆ごコア f時時嵐混合

接種ですζ

車車時間.l3HS3C分~lS時までe ただ
し同日!のま141時、-15時。

福
祉
手
当
を

月
額
四
千
円

間
十
め
に
手
続
ぎ
を

{
)
十
な
フ
ロ
グ
フ
ム
}
十
月
か
ら
創
設
さ
れ
た
福
利
手
当
一

李
白
一
が
い
れ
会
で
は
、
仁
げ
一
?
和
同
ム
い
守
市
U

弘
前
の
が
フ
/
一
一
〆
ト
グ
ル
フ
一

(
t
j
d
澗
阿
千
円
立
給
)
の
ぷ
吃
請
求
役
一

附

の

託

児

(

幻

お

ミ

2
一
一
の
旬
、

3
n
J

一
一
だ
い
↑
両
門
事
務
所
で
受
付
け
て
い
一
日
時
的
力

万
人
日
円
高
山
し
て
い
る

c
Z申
毛
関
与
一
ク
ノ
ト

(
C
Z
7ゾ
一

吉

訟

能

/

同

時

三

川

崎

心

請

R
Qげ
を
十
月
中
行
っ
て
い
た
が
、
一
つ
人
、
ん
う
あ
缶
、
車
い
す
の
人
に
幻
一

Lfι
な
る
人
は
、
数
雲
た
ほ
身
一
民
館
f
問
料
開

ohH
白

あ
る
升
設
、
介
助
等
の
ご
仲
田
障
害
に
よ
担
、
日
常
比
諮
に
お
い
↑
時
日
計
念
宮
公
民
話

ノてJ オ !Jン巌ヌド真理

友行] 啓羽

ピオラ ママ沼 準二コ

チェロ黒沼俊夫

ピアノ坪rH昭三

心曲目・モ-yアルト肢諸問電器曲

ノ':t心周五465f不協和f]:) 

ドクォノvV~クピアノ五主君主曲

イ長調打品81
シューペノレトヨ支部問主君事!出第14番
ニ短調 f死と乙女」

*入場希室長田方は往復はがきに佐:y:j 7~ 氏名、年

齢、職業者明記白うえ、 12月10日までに

干 254平抵市平塚新宿93C市民セン点」事務局へa

低成長下の商業経営戦時5
あなたのお広でできる売上治加泣、

とき 11月18臼(火〉午債1時 30:iJ

ところ野村謀券 4階ホーん

Z持 続 中小会主主診断土

JII上議員日氏

雑誌「ブレ}ンJ代表取師役

主催平壊市、購商工事務所、平理酉工会議所

*入場需要白方は往復はがきに住所、民名、年齢、車車業を明

記して、 11月27日までに平壕市民セY点一事務局仁平254
平援市平塚新宿930)へ申込んでください

31事

友金量市民センター、嬢立寄楽堂
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月
十
五
日
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高
人
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日
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中
心
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年
明
人
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ど
い
を
聞
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て
い
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が
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来
年
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ど
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J

各
地
区

〈
市
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公
民
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な
と
に
開
く

ζ
と
に
な
っ
た
。

対
諌
は
、
昭
和
三
寸
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一
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昭
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一
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V
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な
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、
開
催
日
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場
所
等
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は
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各
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民
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に
お
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わ
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を
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高
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滋
学
率
九

O
伺
パ
ー
セ
ン

ト
と
い
う
状
況
で
、
や
が
て
は
中
学

浪
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出
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陪
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、
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、
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(
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問
問
叶
枇
」
μ

刊
以
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H
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r

山
め
涼
稲
同
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)

一湘南平

a

時
泣
、
引
旬
、
川
悦
(
は
が
主
に

一
人
一
一
円
ま
で
)

ノ
陥
切
り
行
川
ぬ
け
(
木
)

〉
送
り
均
一
勤
労
以
内
丈
一
ム
コ
ン
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!
ル
心
JArれい

Jr
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円
九
に
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山
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バ
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川
明
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市
中
ぱ
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広
大

涌
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川
同
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総
労
働
掛
川

へ。

ちに広げるため、たねょくへ理

J町、ろいろなヱヨミをしていま7。

湘南平のfi';:J辺でも、風に吹かれて

速くへ璃ぷススキや点ンボボ、は

じけてとぷゲンノシコクコなど7うま

見られます。草木の実を見つけた

ら、それがどんな仕組みで速くへ

趨ばれるむか考えてみましょヨ。

境問山の]頁とは柑ユメ、林になって

いて、コナラやクズ苧むドングl)

7うま務ちています。予言いドングYは

下へ薄ちるか転がるだけで、品ぐ

へ連ばれる仕組みは同っていませ

ん。そのかfつり大きなき廷には、:!J'

をtHすための蕗分がたつたく

われえらているのです。

辞意疲れて一休みしたら、 ;(7;ミ

ンや靴下を調べてみて下さい。

〈さんの1，_"'tの完がついてい之らでし

ょう。キンミズヒキ 2写真むよ

ヨにかぎづめを持った実のほカ入

粘る英、総かい毛を持つ完など、さ

まざ三なの実I!l見られます。これ

らの実は、弱片釘心部について運ば

れる組みを発遣させてきたもり

でj-o あなたも今日は草の寝泊旅

行に 役わったというわけです@

お尋ねは博物宣言建設植樹議ヘー
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く〉巡回忌程 11JH6nCiヨコ日民主[在日前会〔今月目 公所

高!llストア』剖，午ほ想以阜技官)/19日く京〉高摂

高校/23日(日〉平塚口ーターアクトクラブ L市民セ

ンタ」前)/30日(尽コ 寓士地[て円治会仁大野

公民館〉白勾投囚J之宮地「ベ l~i 治会司観 Ii'j ~ifj工

場〉

一一一一一o一一一 ぐ〉一一一一←一一

。合ご協力品りがとうございましたGく〉

東竜平塚 I務所本、三共58本、金iJ地氏自治会41

京、吉沢支出羽3治会15本、 f 白地ぼ自治会8本、行諜

ご壬」ター14本、三割製作所58本、間中賞金属52本、大

江工業72本、港地ば自治会74本、暗部({ι パイロ

/ト文部110本。
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①申込み 往復はがきで

下記へ。先善30名午254出関

町12-41博物飯建設準備室

く長里子「行〉
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